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 慌ただしく過ぎていった１月・２月が終わり、校庭の空気にもほんのりと春の気配が漂い始め、新しい

季節へ移ろうとしていることを知らせてくれます。年度のまとめに入るこの時期、学校全体が静かなワク

ワク感とともに、春へ向けた準備を一歩ずつ進めています。 

 ３年生にとっては、長く続いた進路選択の期間がようやく一区切りを迎えました。不安や迷いと向き合

いながら、自分の将来と真剣に向き合ってきた日々は、皆さんにとって大きな成長の機会であったはずで

す。ここからはいよいよ、義務教育を締めくくる最後の仕上げの時期に入ります。式練習、遠足などの校

外学習、各種講演会、球技大会と、多くの学びと体験が続きます。一つ一つの行事が、卒業へとつながる

大切な時間です。ともに歩んできた黄色学年の仲間との日々は、かけがえのない思い出として皆さんの心

に残り続けることでしょう。その時間を大切にしながら、是非、１・２年生に向けて、これまで培ってき

た力と、３年間で大きく成長した姿を背中で示し続けてほしいと思います。 

 卒業は一つの区切りであると同時に、新しい世界への門出でもあります。仲間への思い、自分自身への

願い、支えてくれた人への感謝、自分の中にある気持ちをそのまま大切に抱きしめながら、晴れの日を迎

えてほしいと願っています。 

 まもなく迎える卒業式が、３年生にとって誇りと希望に満ちた節目となるよう、心から応援しています。 

 

 

 

本校の創立 40 周年を記念して実施した「市ケ尾中マスコットキャラクター第３弾」選考企画「伽羅芥川

賞」。12 月号の学校だよりでも紹介したとおり、応募作品の中から見事選ばれた『いちむ』が、このたび

新たに市ケ尾中マスコットキャラクターに加わりました。今回は、歴代の人気キャラクターである「市太」

「たぬぴぴ先輩」とともに特製トートバッグとして完成し、40 年の歩みを象徴する魅力的な仕上がりとな

っています。さらに、10 月 14 日に全校生徒・全職員が一堂に会し、40 周年を記念して撮影した航空写

真を使用した特製クリアファイルも完成しました。広い校庭を埋め尽くした生徒・職員の姿は大変迫力が

あり、市ケ尾中の歴史と今を象徴する一枚となっています。 

これらの記念品は、間もなく全校生徒の皆さんへ配付する予定です。40 年間の歩みをともに築いてきた

多くの人々の思いを感じながら、トートバッグや

クリアファイルを日々の学校生活の中でぜひ大

切に使ってください。また、そこに新しい歴史を

少しずつ刻みながら、市ケ尾中の未来をつくって

いってほしいと願っています。 
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＜市ケ尾中学校ホームページ＞ 

  ※各学年の活動や、学校からのお知らせを掲載しております。ぜひ、ご覧ください。 

URL: https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/ichigao/index.cfm 

「市太」「たぬぴぴ先輩」「いちむ」勢ぞろい ～40 周年記念グッズ完成～ 

 



 

 

２月５日（木）、広島の平和記念公園にある「原爆の子の像」に寄せられた折り鶴を再生紙としてつくら

れた“合格祈願しおり”が、本校の３年生に届けられました。これは、受験本番を控え、不安や緊張を抱

える全国の若者を応援する取り組みとして実施された企画で、平和の象徴である折り鶴を、挑戦へ向かう

力の源となる「最後のお守り」として届けるものです。しおりには「平和の下で未来へ進む若者を励まし

たい」という願いが込められています。 

当日は、「原爆の子の像」と深い関わりを持つ佐々木禎子さんの甥で、ミュージシャンとして禎子さんの

物語を世界に発信している佐々木祐滋さんが来校し、３年生の代表生徒にしおりを手渡してくださいまし

た。佐々木さんからは、病と闘いながら折り鶴を折り続けた禎子さんが託した平和への願い、そして「困

難に負けず、信じて前へ進む精神」が折り鶴に込められていることが語られまし

た。禎子さんの折り鶴は、国内外から寄せられる祈りをつなぐ存在であり、その

再生紙でつくられたしおりには、「今を生きる若者への応援」という新たな願い

が重ねられています。 

佐々木さんは、「受験はもちろん、その先の人生で出会う困難にも、自分を信

じる力を持って挑んでほしい」と、未来へ向かう３年生に向けて温かいエールを

送ってくださいました。これを受けた代表生徒からは、「受験だけでなく、これ

から出会う困難にも自分を信じて立ち向かいたい」という力強い言葉が返され、

しおりはまさに心を支える贈り物となりました。 

折り鶴がつないできた平和への願いと、若者の挑戦を応援する思いが重なった

今回の寄贈は、３年生にとって進路への大きな励ましとなりました。しおりを手

にした生徒たちが、自らの可能性を信じ、それぞれの未来へ一歩踏み出すことを

願っています。 

 

 

 

 今年度も２月 25 日（水）に「市中発!! ピンクシャツデー」を実施しました。当日は、先

生たちがピンク色の服や小物を身に付け、いじめ反対の意思を示しました。ちょうど卒業遠

足の日であった３年生の中には、ピンクの服を着て出かけた生徒も見られました。 

 ピンクシャツデーの始まりはカナダの高校です。ピンクのシャツを着て登校した男子生徒

がからかわれていじめを受けたことを知った２人の上級生が、「みんなでピンクを着ていじめ

を止めよう」と呼びかけました。翌日、賛同した多くの生徒がピンクのシャツや小物を身に

付けて登校し、学校は一面ピンク色に包まれ、いじめは自然と収まったといわれています。この出来事を受けて

州知事が２月最終水曜日を「ピンクシャツデー」と定め、現在では 180 か国以上で取り組まれる世界的なアク

ションとなっています。 

 今年度の市中では、ハート型に折った折り紙に、生徒一人ひとり（そして大人も）が「いじめ反対」のメッセ

ージを書き、ハートの形に模造紙へ貼り付けたり、ピンクシャツデーBOX に入れたりして展示しました。寄せ

られたメッセージには、「思いやりのある行動を積み重ねよう」「相手の意見を聞こう」「お互いの個性を尊重し

合う」「価値観を押し付けない」「勝手に壁をつくらず、まずは話してみることを大切にする」など、温かくも力

強い言葉が並びました。ピンクシャツデーは、互いの違いを認

め合い、多様性を尊重する社会を目指す取組です。市ケ尾中学

校でも、この日をきっかけに、いじめについて考え、誰もが安

心して過ごせる学校づくりを進めていきます。 

 

市中発!! ピンクシャツデー  ～いじめを許さない気持ちを～ 

広島の「平和の折り鶴」から生まれた合格祈願しおりを３年生へ 


